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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第63期

第２四半期連結
累計期間

第64期
第２四半期連結
累計期間

第63期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 7,995,563 8,823,179 16,042,346

経常損益（千円） △32,089 279,909 191,690

四半期（当期）純損益（千円） △22,512 183,108 89,073

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△238,577 △41,017 △2,735

純資産額（千円） 12,776,456 12,840,899 12,947,924

総資産額（千円） 24,449,077 24,056,011 24,239,955

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（円）
△0.53 4.32 2.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 52.2 53.3 53.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,597,443 1,114,302 1,007,904

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
270,522 △103,031 51,056

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△604,271 △359,672 △1,241,253

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
6,520,047 4,694,017 4,077,342

　

回次
第63期

第２四半期連結
会計期間

第64期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純損益金額

（円）
4.97 3.29

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第63期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

４．第63期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第63期及び第64期第２四半期連結累計期

間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当企業グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年９月30日）における当企業グループを取り囲む事業環

境は、東日本大震災による電力制限やサプライチェーン問題、欧州債務危機と北米経済のもたつき、歴史的円高基調

の長期化、中国政府の金融引き締めなど様々な情勢変化がありましたものの、世界の建設機械市場は、中国市場の変

調を除き、概ね回復基調のまま推移致しました。

　この様な情勢の下で当企業グループでは、中長期成長戦略である新興国市場開拓を進める一方、内製化による社内

付加価値創造とコストダウンや販売価格見直しなど業績回復に向けた取組みを進めて参りました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、アジア等の新興国市場向け販売を拡大し、前年同四半期比

10.4％増の8,823,179千円とすることが出来ました。利益面につきましても、営業利益を前年同四半期比3.5倍の

340,093千円、経常利益を前年同四半期比311,998千円改善して279,909千円、四半期純利益も前年同四半期比

205,621千円改善して183,108千円とそれぞれ黒字転換させ、増収増益を果たすことが出来ました。

　国内向け売上高は、東日本大震災の復興需要に伴う受注残が増加致しましたものの、本格的な復興工事着工は下半

期以降にずれ込み、売上高は前年同四半期比4.3％減の3,844,589千円に留まりました。

　海外向け売上高は、成長著しいアジア地域を中心に新興国市場での販売を拡大し、前年同四半期比25.2％増の

4,978,590千円とすることが出来ました。

　北米市場につきましては、建設機械市場全般で底堅い回復基調に入り、売上高は前年同四半期比3.4％増の971,137

千円となりました。

　アジア市場につきましては、インドネシア並びにインドシナ半島諸国での販売が拡大基調に推移し、前年同四半期

比29.3％増の3,165,271千円とすることが出来ました。

　中近東・ロシアＣＩＳ市場につきましては、中近東諸国における政情不安がありましたものの、サウジアラビア、

ＵＡＥ、ロシアなどで販売が回復基調に入り、売上高は前年同四半期比25.2％増の288,402千円とすることが出来ま

した。

　その他市場につきましては、オーストラリアが回復傾向に入り、中南米諸国での市場開拓が進みました結果、前年

同四半期比54.1％増の553,779千円とすることが出来ました。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

日本

　輸出及び海外生産製品の三国間貿易拡大等により総売上高を前年同四半期比10.3％増の6,772,185千円に拡大す

るとともに、原価低減と販売価格見直しによる収益構造改革を進めました結果、営業利益は前年同四半期比279,224

千円増の64,408千円まで改善し、黒字転換を達成することが出来ました。

海外

　米国は、需要回復基調の下で総売上高を前年同四半期比6.9％増の1,018,493千円と致しました結果、営業利益で

7,535千円の黒字を確保致しました。インドネシアは、国内販売が引続き拡大基調に推移し、総売上高を前年同四半

期比46.3％増の2,845,178千円まで拡大し、営業利益も前年同四半期比31.9％増の326,376千円と増収増益とするこ

とが出来ました。中国は、国内販売の伸びが鈍化し、また第三国向け輸出を拡大致しましたものの輸出採算が厳しく

総売上高は前年同四半期比33.9％増の625,125千円、営業利益が前年同四半期比48.8％減の30,952千円と増収減益

となりました。
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　財政状態の分析は、次のとおりであります。

　当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が前連結会計年度末に比べ183,944千円減少し、24,056,011千

円となりました。

　流動資産につきましては、現金及び預金が586,675千円増加、たな卸資産が440,379千円増加し、受取手形及び売掛

金が929,317千円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ185,674千円増加し、17,497,833千円となりまし

た。

　固定資産につきましては、投資有価証券が評価差額金等により266,969千円減少したこと等により、前連結会計年

度末に比べ369,618千円減少し、6,558,177千円となりました。

　流動負債につきましては、支払手形及び買掛金が233,114千円増加、短期借入金が679,018千円増加したこと等によ

り、前連結会計年度末に比べ1,136,125千円増加し、10,557,817千円となりました。

　固定負債につきましては、長期借入金が1,149,667千円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ1,213,044

千円減少し、657,294千円となりました。

　純資産につきましては、利益剰余金が119,466千円増加し、その他有価証券評価差額金が163,892千円減少したこと

等により、前連結会計年度末に比べ107,024千円減少し、12,840,899千円となりました。これらの結果、自己資本比率

は前連結会計年度末に比べ0.1ポイント減少し、53.3％となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

616,675千円増加（前第２四半期連結累計期間の資金は、2,211,459千円の増加）し、当第２四半期連結会計期間末

の資金は4,694,017千円（前連結会計年度比15.1％増）となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果増加した資金は、1,114,302千円（前第２四半期連結累計期間は、2,597,443千円の資金増加）であ

ります。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益281,848千円や売上債権の減少額865,934千円、たな卸資産の増加額

648,266千円、仕入債務の増加額326,312千円及び減価償却費等の非資金的損益項目を反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果減少した資金は、103,031千円（前第２四半期連結累計期間は、270,522千円の資金増加）でありま

す。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出131,933千円、定期預金の払戻による収入30,000千円を反映したもの

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果減少した資金は、359,672千円（前第２四半期連結累計期間は、604,271千円の資金減少）でありま

す。

　これは主に、長期借入金の返済による支出276,042千円と親会社による配当金の支払額63,642千円を反映したもの

であります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当企業グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、334,444千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当企業グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 149,900,000

計 149,900,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 42,620,172 同左
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 42,620,172 同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 42,620 － 3,115,199－ 6,584,217
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 2,099 4.92

株式会社みずほコーポレート

銀行

（常任代理人　資産管理サー

ビス信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１－３－３

（東京都中央区晴海１－８－12　晴海アイラ

ンドトリトンスクエアオフィスタワーＺ

棟）

2,091 4.90

第一生命保険株式会社

（常任代理人　資産管理サー

ビス信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町１－13－１

（東京都中央区晴海１－８－12　晴海アイラ

ンドトリトンスクエアオフィスタワーＺ

棟）

1,485 3.48

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１－６－６

日本生命証券管理部内　
1,481 3.47

酒井　一郎 東京都港区 1,025 2.40

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１－８－11 860 2.01

ニチレキ株式会社 東京都千代田区九段北４－３－29 816 1.91

ＣＢＮＹ　ＤＦＡ　ＩＮＴＬ　

ＳＭＡＬＬ　ＣＡＰ　ＶＡＬＵ

Ｅ　ＰＯＲＴＦＯＬＩＯ

（常任代理人　シティバンク

銀行株式会社）

388　ＧＲＥＥＮＷＩＣＨ　ＳＴＲＥＥＴ，　

ＮＹ，　ＮＹ　10013，　ＵＳＡ

（東京都品川区東品川２－３－14）

799 1.87

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２－11－３ 625 1.46

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１－18－６ 621 1.45

計 － 11,905 27.93
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　194,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 42,016,000 42,016 －

単元未満株式 普通株式　　410,172 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 42,620,172 － －

総株主の議決権 － 42,016 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株（議決権の数５個）が含まれて

おります。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

酒井重工業株式会社 港区芝大門１－４－８ 194,000 － 194,000 0.46

計 － 194,000 － 194,000 0.46

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

専務取締役 統括本部長 常務取締役 統括本部長 土井　清徳 平成23年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,237,338 4,824,013

受取手形及び売掛金 5,575,373 4,646,055

商品及び製品 3,348,103 3,479,337

仕掛品 1,510,191 1,821,224

原材料及び貯蔵品 2,426,935 2,425,048

その他 218,939 306,867

貸倒引当金 △4,722 △4,713

流動資産合計 17,312,158 17,497,833

固定資産

有形固定資産 3,544,756 3,570,231

無形固定資産 104,220 87,858

投資その他の資産

投資有価証券 2,156,184 1,889,214

長期貸付金 5,306 4,241

その他 1,142,976 1,031,662

貸倒引当金 △25,647 △25,030

投資その他の資産合計 3,278,819 2,900,087

固定資産合計 6,927,796 6,558,177

資産合計 24,239,955 24,056,011

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,741,472 3,974,586

短期借入金 4,574,400 5,253,419

未払法人税等 62,855 117,288

引当金 50,649 52,363

その他 992,313 1,160,159

流動負債合計 9,421,691 10,557,817

固定負債

長期借入金 1,201,525 51,858

引当金 47,177 47,847

その他 621,635 557,588

固定負債合計 1,870,338 657,294

負債合計 11,292,030 11,215,111
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,115,199 3,115,199

資本剰余金 6,361,142 6,361,142

利益剰余金 3,605,241 3,724,708

自己株式 △43,811 △44,131

株主資本合計 13,037,771 13,156,917

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 386,149 222,256

為替換算調整勘定 △487,638 △549,938

その他の包括利益累計額合計 △101,488 △327,682

少数株主持分 11,642 11,664

純資産合計 12,947,924 12,840,899

負債純資産合計 24,239,955 24,056,011
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
　　【四半期連結損益計算書】
　　【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 7,995,563 8,823,179

売上原価 6,146,146 6,673,096

売上総利益 1,849,416 2,150,083

販売費及び一般管理費

運搬費 105,926 143,732

給料及び賞与 713,380 750,794

技術研究費 292,793 334,444

その他 639,040 581,019

販売費及び一般管理費合計 1,751,140 1,809,989

営業利益 98,276 340,093

営業外収益

受取利息 8,166 4,462

受取配当金 24,869 25,704

その他 17,198 10,892

営業外収益合計 50,234 41,059

営業外費用

支払利息 93,044 66,222

その他 87,555 35,020

営業外費用合計 180,600 101,242

経常利益又は経常損失（△） △32,089 279,909

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,641 －

固定資産売却益 1,540 －

投資有価証券売却益 310 0

保険解約返戻金 － 3,475

移転補償金 106,460 －

特別利益合計 109,952 3,476

特別損失

固定資産処分損 8,779 472

投資有価証券評価損 － 765

ゴルフ会員権評価損 1,100 300

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 9,519 －

特別損失合計 19,399 1,538

税金等調整前四半期純利益 58,464 281,848

法人税等 79,294 96,281

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△20,830 185,566

少数株主利益 1,682 2,458

四半期純利益又は四半期純損失（△） △22,512 183,108
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　　【四半期連結包括利益計算書】
　　【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△20,830 185,566

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △162,068 △163,892

為替換算調整勘定 △55,678 △62,691

その他の包括利益合計 △217,746 △226,584

四半期包括利益 △238,577 △41,017

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △240,246 △43,084

少数株主に係る四半期包括利益 1,669 2,067
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 58,464 281,848

減価償却費 157,666 155,770

貸倒引当金の増減額（△は減少） △803 △626

製品保証引当金の増減額（△は減少） 4,520 1,714

退職給付引当金の増減額（△は減少） △13,995 1,793

受取利息及び受取配当金 △33,035 △30,166

支払利息 93,044 66,222

固定資産売却損益（△は益） △1,540 －

固定資産処分損益（△は益） 8,779 472

投資有価証券売却損益（△は益） △310 △0

投資有価証券評価損益（△は益） － 765

ゴルフ会員権評価損 1,100 300

売上債権の増減額（△は増加） 1,340,387 865,934

たな卸資産の増減額（△は増加） 626,064 △648,266

仕入債務の増減額（△は減少） 608,494 326,312

未払費用の増減額（△は減少） 29,460 54,517

その他 △161,259 133,241

小計 2,717,037 1,209,834

利息及び配当金の受取額 36,033 27,533

利息の支払額 △91,721 △64,227

法人税等の支払額 △63,905 △58,837

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,597,443 1,114,302

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 30,000

有価証券の売却による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △127,565 △131,933

有形固定資産の売却による収入 2,012 －

無形固定資産の取得による支出 △5,200 △1,361

投資有価証券の売却による収入 300,310 1

貸付けによる支出 △800 △1,500

貸付金の回収による収入 1,764 1,761

投資活動によるキャッシュ・フロー 270,522 △103,031

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △496,674 △12,564

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △126,042 △276,042

自己株式の取得による支出 △415 △320

配当金の支払額 △63,654 △63,642

少数株主への配当金の支払額 △2,066 △2,044

その他 △15,419 △5,058

財務活動によるキャッシュ・フロー △604,271 △359,672

現金及び現金同等物に係る換算差額 △52,234 △34,923

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,211,459 616,675

現金及び現金同等物の期首残高 4,308,587 4,077,342

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,520,047

※
 4,694,017
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在） （平成23年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 6,480,150

預入期間が３か月を超える定期預金 △159,979

取得日から３か月以内に償還期限の

到来する短期投資（有価証券）
199,876

現金及び現金同等物 6,520,047

 （千円）

現金及び預金勘定 4,824,013

預入期間が３か月を超える定期預金 △129,996

現金及び現金同等物 4,694,017

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

　 （1）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 63,654 1.5 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

　 （2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年11月12日

取締役会
普通株式 63,650 1.5 平成22年９月30日 平成22年12月15日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

　 （1）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 63,642 1.5 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

　 （2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年11月14日

取締役会
普通株式 63,639 1.5 平成23年９月30日 平成23年12月15日利益剰余金

　

EDINET提出書類

酒井重工業株式会社(E01610)

四半期報告書

16/21



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

 日本 米国 インドネシア 中国 計

売上高        

外部顧客への売上高 5,690,779935,437981,331388,0157,995,563 － 7,995,563
セグメント間の内部
売上高又は振替高

448,37917,032963,20478,9921,507,610△1,507,610 －

計 6,139,158952,4691,944,536467,0089,503,173△1,507,6107,995,563

セグメント利益又は

損失（△）
△214,815△31,256247,50760,40361,83936,43698,276

（注）１．セグメント利益の調整額36,436千円は、主にセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）　

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

 日本 米国 インドネシア 中国 計

売上高        

外部顧客への売上高 5,988,430971,2141,515,250348,2838,823,179 － 8,823,179
セグメント間の内部
売上高又は振替高

783,75447,2791,329,927276,8412,437,802△2,437,802 －

計 6,772,1851,018,4932,845,178625,12511,260,981△2,437,8028,823,179

セグメント利益 64,4087,535326,37630,952429,273△89,180340,093

（注）１．セグメント利益の調整額△89,180千円は、主にセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△0円53銭 4円32銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△22,512 183,108

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
△22,512 183,108

普通株式の期中平均株式数（千株） 42,435 42,427

（注）　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第２四半期連結累計期間については、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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２【その他】

　

　平成23年11月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議致しました。

　(イ）中間配当による配当金の総額……………………63,639千円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………１円50銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月15日

　（注）　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月14日

酒井重工業株式会社

取　締　役　会　御　中
 

あらた監査法人
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小澤　義昭　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田邊　晴康　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている酒井重工業株式会

社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、酒井重工業株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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